
NPO法人健康開発科学研究会 事務局
バイオコミュニケーションズ株式会社内

多様化する健康課題に対応するため、保健指導の在り方が問
われています。重症化リスクに応じた戦略的な保健指導、エ
ビデンスに基づいた実践、指導者の専門性向上、効果測定の
ための指標設定など、解決すべき課題は山積みです。個人
はもちろん集団、組織への介入も重要です。従業員への健康
支援活動が健康経営にどのように関わっていくかも問われて
いくことでしょう。
本シリーズでは、これらの課題に焦点を当て、最新の研究や
実践事例を共有するとともに、包括的かつ持続可能な保健指
導の新しいアプローチを探ります。エビデンスを活用した効
果的な保健指導の実現に向けて、共に未来を描きましょう!

趣旨

参加方法座長

保健指導・健診部会 部会長
上原 正道
ブラザー工業株式会社 健康管理センター 統括産業医 

保健指導・健診部会 副部会長
山瀧 一
一般財団法人 君津健康センター 産業保健部長 

楠本 真理
三井化学株式会社
VISION HUB SODEGAURA健康管理室 保健師

以下の参加形態よりご選択ください。
①会場参加　 ②ライブ配信参加

【申込方法】
Webサイトよりお申し込みください。
https://www.e-bio.co.jp/
health-development/

NPO法人健康開発科学研究会  保健指導・健診部会

会場
横浜市港北区新横浜２‐１５‐１２　共立新横浜ビル６Ｆ
バイオコミュニケーションズ 別館 大会議室

開催方法 現地会場 および ライブ配信（Zoomミーティング）

【参加費】3,000円／１人（健康開発科学研究会 会員無料）
【お申込み･お支払い期限】

※お支払い方法、参加方法、視聴方法、資料の入手方法などの詳細は、
　お申込み受付後にご連絡いたします。
　E-mail アドレスはお間違えのないよう、ご記入ください。
※参加者側のアクシデントなどで視聴が不可能になった場合も含め、
　お振込み後の参加費の返金はいたしませんので、ご承知おきください。

お問い合せ先

エビデンスに基づいた実践とその効果
保健指導 の新時代保健指導 の新時代

プログラム

シリーズ第３回

（敬称略）◆ ディスカッション

◆ 基調講演

◆ 企業の取組み事例紹介

岡田  睦美
一般社団法人 日本産業保健師会 会長

日笠  ちはる
ブラザー工業株式会社  健康管理センター  保健師

「産業保健師の現任教育について考える」

「ブラザー工業におけるキャリアラダー
 ～学び成長していくために～」

産業保健師の現任教育について考える

3  62026年

14:00～16:30（受付開始 13:45）
（金）

当会会員
3月3日（火）

一般
3月1日（日）

045-470-8005　　　　　health-development@ii-bio.com Web 健康開発科学研究会TEL E-mail


